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 ことしもまた、
    新たなえにしを結ぶ会’ 

 

2019 年 4 月 2７日（土）  
 
10:00 裏方ボランティア始動!!!!!  

12:00 受付スタート 開場   ♪えにしむすびたい・む Ⅰ♪
13:00 開会 
 
 
13:05～14:45                        

第１部 “新しい絆”が社会を変える 〜児童虐待も見据えて〜 

 ◆ 塩崎 恭久さん（元厚生労働大臣／超党派「児童虐待から子どもを守る議員の会」座長）  

 ◆ サヘル ローズさん（女優・４歳で孤児院へ・養母と一緒に 8 歳で日本へ） 

 ◆ 萬屋 育子さん（“赤ちゃん縁組”を児童相談所に広める伝道師・ＮＰＯ法人ＣＡＰＮＡ理事長） 

 ◆ 上鹿渡 和宏さん（海外事情にも詳しい児童精神科医・早稲田大学教授） 

 ◇ ファシリテーターは、ＮＨＫディレクターの猪瀬美樹さん 
 

14:45～15:15   ♪えにしむすびたい・む Ⅱ♪
 

15:15～16:15                                  

第２部 「そのままの、キミでいい」 

ヤクザ・風俗・ムショに負けた日本の福祉、そして、やまゆり園事件の真相に迫る 

 ◆ 田島 良昭さん（日本でただ１つ、知的障害の施設を解体。「愛する人と地域で」を実現、最高検参与）  

 ◆ 神戸 金史さん（植松「殺人実行者」と会見を重ねる。自閉症児の父でジャーナリスト） 

16:15～17:15  イイノホールに移動。 

   サンドイッチをつまみながら  ♪えにしむすびたい・む Ⅲ♪
 
17:15～20:30                       

第３部 誇りのまちづくり ９人のサムライ ～これが、ホントウの共生社会～ 

 ◆ 吉永 拓哉さん（「少年院で、大志を抱け」の著者 いまは博多親不孝通りの町内会長）  

 ◆ 井階 友貴さん（赤フン坊やとともに健康な町づくりの先頭に立つ若き大学教授） 

 ◆ 寺本 英仁さん（高齢化率 43%の過疎の町を出生率 2.65、グルメの町に変身させた役場職員） 

 ◆ 青木 志帆さん（明石市の弁護士職員，タニマーの元祖の朗らかな難病当事者） 

 ◆ 軍司 大輔さん（自ら身体拘束を受け、身体拘束されてみたらみんな敵にみえたと体験記） 

 ◆ 宇都宮 啓さん（地域でのまちづくりも実践する厚生労働省 健康局長） 

 ◆ 小椋 武夫さん（聴こえる人と聴こえない人が、電話で話せるリレー電話に取り組む） 

 ◆ 福井 大輔さん（また来たくなる地域の縁側「アンダンチ」 を始めた若き企業家） 

 ◆ 大島 一博さん（常に現場を訪ねて政策づくりに生かしてきた厚生労働省 老健局長） 

 ◇ ファシリテーターは、医療ジャーナリストの月﨑時央さんとピースクルーズ代表田中知世子さん 

      総合司会  鈴木隆子さん（社会福祉法人すてっぷ理事長） 

                          村田優美さん（ケアマネジャー 社会福祉士）  

                              田原浩子さん（障害分野の行政保健師） 

                              今村美都さん（フリーランスライター） 

19 ! 
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虐待から子どもを守る「特別養子縁組」と「里親」 
 

コーディネーター 猪瀬美樹さん（ＮＨＫ ディレクター） 

 

  “新しい絆”というと、皆さんはどんなことを想像されますか？ 様々な絆、家族の形がある中で、第１部

のセッションでは、主に「特別養子縁組」と「里親」を中心に取り上げたいと思います。えにしの会にして

は、何だか柔らかいテーマのようにお感じになるかもしれませんが、このテーマは、いま社会的にも大きく

注目されている“子どもの虐待”や“虐待死”と密接に関わる重要なものです。 

 そして、このセッションをお届するのに、素晴らしい登壇者の皆さんが揃いました。養子の当事者として

発信を続けている女優サヘル・ローズさん。《家庭養育優先原則》を明文化した画期的な児童福祉法の改正

に尽力された衆議院議員・塩崎恭久さん。児童相談所の職員として、“赤ちゃんの虐待死”を防ぐのに有用

とされる新生児の特別養子縁組『赤ちゃん縁組』の普及に取り組んできた萬屋育子さん。そして、欧州の事

情に詳しく、地元・長野では乳児院の改革に取り組む児童精神科医の上鹿渡和宏さんです。 

 2016年の児童福祉法改正で、国は親との死別や虐待・貧困などの理由で“親と暮らせない子どもたち”に、

《施設養育》よりも《家庭養育》を優先することをはっきりと宣言しました。しかし、現状では８割の子ど

もが今も《施設》で暮らしています。この状況をどう変えていけばよいのか（日々、成長している子どもた

ちにとって、この一瞬一瞬が貴重でかけがえのない時間です）。また、これまで子どもたちを支えてきた《施

設》には、その専門性を活かし、新たにどんな役割を担ってもらえばよいのか。国や自治体、そして、私た

ちは何をすべきか。皆さんとともに考えていけたらと思います。 

 

きっかけは ―“赤ちゃんポスト”に託された遺体 

以下、私ごとながら、このテーマに関わることに

なった経緯と想いを書かせていただきます。この数

年、私の心を捉えて離さないのは、“赤ちゃんポスト”

に自分が生んだ赤ちゃんの遺体を預けた女性の姿です。 

 2014年 10月 3日の夜 8時過ぎ。熊本市内のホテル

にいた私は、テレビから流れるニュース映像に目を奪

われました。－「“赤ちゃんポスト”に、生後間もな

い男の子の遺体が遺棄されているのが発見されまし

た…」。 

 実はそのわずか数時間前まで、私はまさにその“赤

ちゃんポスト”（正式名称『こうのとりのゆりかご』）

を運営する慈恵病院で、院長・蓮田太二医師を相手に

ドキュメンタリー番組の撮影に向けた交渉を行って

いたのです。私の提案は、病院が『こうのとりのゆり

かご』開設以来、24 時間 365 日続けてきた『SOS 妊

娠相談（無料の電話相談）』の相談室にカメラの三脚

を据えさせてほしいというものでした。目的は、“予

期せぬ妊娠”に悩む女性たちの実像を伝えることでし

た。しかし、交渉の壁は厚く、蓮田医師の回答は「15

分程度の撮影を行うのは構わないが、それ以上、撮影

第１部 

“新しい絆”が社会を変える ～児童虐待も見据えて～ 
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クルーが相談室に居続けることは、相談者のプライバ

シー保護の観点から難しい」というものでした。 

 ニュースを見た直後の感想は、「もう番組の撮影許

可は下りないだろう」という暗澹たる想いと「赤ちゃ

んの遺体を『ゆりかご』に預けるなんで、なんてひど

いことをするのか…」という嫌悪感でした。 

翌日、31歳の母親が逮捕されました。 

事件から２週間後、私は蓮田医師に電話を掛け、恐

る恐る事件について尋ねました。蓮田医師は穏やかな、

でもきっぱりとした口調でこう答えました。 

「お母さんには、何か“事情”があったのだろうと

思います…。赤ちゃんを『ゆりかご』まで連れてきた

ということは、“この病院なら助けてもらえるのでは

ないか”と思ったのでしょう。ここに赤ちゃんを連れ

てくるお母さんたちは、みんなそうです」。 

女性を責める言葉は、一切ありませんでした。

 

ドキュメンタリー『小さき命のバトン』からの宿題 

その後、病院とプライバシーの保護について綿密な

取り決めを交わし、“撮影の扉”は開かれました。 

死体遺棄事件の取材からは、女性が置かれていた孤

独な境遇が浮かび上がってきました。女性はシングル

マザーで難聴の障害がありました。中学生の頃にはい

じめに遭い、ひとりも友達がいませんでした。働いて

いた会社が倒産し、解雇された直後に妊娠に気づきま

すが、交際相手とは連絡が取れなくなりました。お金

もなく、健康保険証も持っていなかった女性は誰にも

相談できないまま、自宅の風呂場で出産。生まれてき

た赤ちゃんの体は冷たく、既に息をしていなかったと

いいます（司法解剖では、赤ちゃんの肺に空気が入っ

ていなかったことが明らかになっています）。 

裁判で、弁護士は女性に対して「なぜ、『こうのと

りのゆりかご』に遺体を預けようと考えたのですか？」

と問い掛けました。女性は、絞り出すように答えまし

た。 

「“助けてもらえる”と思ったからです……。赤ち

ゃんを供養してもらえるのではないかと思いました。

十か月間、自分のお腹で育ててきた子どもだから、大

事だと思っていました。“捨てよう”と考えたことは

ありませんでした…」。 

番組は『ETV特集』「小さき命のバトン」として、

2015年５月に放送されました。半年に渡る密着取材で

は、様々な SOSの声に触れました。十代の妊娠、性暴

力被害や近親相姦による妊娠、貧困に喘ぐ女性たち。

相談件数は、開設から８年間で９千件以上に及んでい

ました（当時）。身近に相談できる場所がなく、孤立

している人がこんなにも多いのかと圧倒されました。 

相談員たちは、女性たちの声に十分に耳を傾けた上

で、まずは「自分で育てられるよう」に家族を説得し

たり、地域の支援へとつなげていました。しかし、育

てることが難しい場合は、新生児からの特別養子縁組

『赤ちゃん縁組』を勧めていました。 

『赤ちゃん縁組』については、愛知県児童相談所の

30年以上に渡る実践や、複数の縁組家族・養子当事者

の取材から、その意義や有用性を実感していました。

一方で「様々な性格の子どもたちがいる中で、思春期

や大人になってから“ルーツ”について悩み、苦しむ

子もいるのではないか」という想いも残りました。 

昨年から、改めてその宿題と向き合うことになりま

した。養子縁組を経験して大人になった複数の当事者

のインタビュー、“ルーツ探し”の支援、“真実告知”

の重要性や方法などをまとめたＤＶＤ教材『新しい絆

の作り方 特別養子縁組・里親入門』を作りました。ご

関心のある方は、お手に取っていただければ幸いです。 

 

（ＤＶＤ全２巻） 

 「福祉ビデオライブラリー」にて無料で貸し出しています。詳しい情報は ⇒ https://www.npwo.or.jp/video/13172 

https://www.npwo.or.jp/video/13172
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“血のつながり”を超えた 

“愛のつながり”をアナタへ 
 

サヘル・ローズさん（女優・養子の当事者） 

 

皆さん、初めまして。サヘル・ローズです。 

私は４歳の時にイランの孤児院に入りました。そして、７歳の時に現在の養母と出逢ったことによ

って、お母さんという温もりをもう一度感じることができるようになりました。私にとって養子縁組

とは、“母の温もり”でもあります。母が私に大きな愛を注いでくれたからこそ、私は《未来》を、そ

して、《希望》を持つことの素晴らしさを知ることができました。しかし、『家族』の定義は本当に難

しいもので、みんないろんな事情や問題を抱えながら生きています。誰が一番つらいなんてことはな

いのです。各々が苦しみを抱えながらも、『家族』を求めてしまうのは、人間が“心を持って生まれて

きた命”だからだと思います。 

 

抱きしめてほしい。見ていてほしい。声を拾ってほしい。手を握っていてほしい。なによりも泣き

叫びたい時に抱きとめてくれる大人を、私たちはどこかで求めています。施設を否定しているわけで

はありません。ただ、子どもは“一対一の関係”を求めている。“一対一の関係”を持つことで、『人』

として社会での生き方を学んでいけるのだと思います。みんな誰かの子どもであり、「愛されたい」。

そして、「夢を持って生きたい」。それは、子どもが生まれながらに持つ権利ではないでしょうか。 

 

この春、ご縁があり、“血のつながり”を超えた家族・絆について伝えるＤＶＤ教材『新しい絆の作

り方 特別養子縁組・里親入門』をリリースしました。私は、司会を務めさせていただいています。特

別養子縁組や里親制度について耳にしたことがある方、制度は知っていても、一歩踏み出そうとする

際に“不安”を感じる方もいると思います。でも、それでいいのです。施設で暮らす子どもたちも、

新しい家庭に託されようしている子どもたちも、みんな“不安”なのです。このＤＶＤを見ていただ

きたい理由は「あなたはひとりじゃない」、「一緒に乗り越えていけることもあれば、ぶつかり合うこ

ともある」と知ってほしいから。「あれ？ これって普通の家族でも起きることかもしれない…」と感

じる方もいると思います。孤独を抱えている方、孤立している方たちが、いま抱えている“悩み”や

“不安”を少しでも解消できたり、生きるヒントになれば幸いです。 

 

とりわけ子どもたちや当事者の方たちにも見ていただければと思います。私はこのＤＶＤの制作を

通して、改めて自分自身と向き合うことができました。特に《大人になった当事者たち》のインタビ

ューとクロストークは、ぜひ見てほしいです（第１巻の第８章、第２巻の第２章に収録）。 

 

愛を込めてみんなで言葉を紡ぎ、作った作品です。それぞれのコトバと想い。みんなの願いが、社

会へ届いてほしいです。 
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序 章 特別養子縁組はいま  

第１章 愛知県・“赤ちゃん縁組”で結ばれた家族 

第２章 『愛知方式』に学ぶ 

～子どものための養子縁組～  

第３章 赤ちゃんの成長と『アタッチメント理論』                       

第４章 子どもの｢試し行動｣とその対応                                           

第５章 民間団体の実践から 

     《セミオープン・アダプション》って何だろう？  

第６章 ある家族の“真実告知” ～髙口家の場合～ 

第７章 どう向き合う？“真実告知” 

第８章 大人になった養子当事者たちのクロストーク 

第９章 特別養子縁組のこれから                                                       

 

“血のつながり”を超えて子どもを迎えた夫婦に

はどのような決意や想いがあったのか、映像を通し

て伝えます。家族が直面する「真実告知」や「試し

行動」の意味や対応法を解説。後半は、大人になっ

た 3人の養子当事者とサヘルさんが真実告知・思春

期・ルーツをテーマに語り尽くします。 

序 章 里親制度はいま 

第１章 福岡市・広がる乳幼児里親 

第２章 ある里親家庭のケースに学ぶ 

～健太さんと青葉夫妻～ 

第３章 傷ついた子どもたち ～里親にできることは～ 

第４章 里親を支えるフォスタリング機関 

～静岡市里親家庭支援センターの実践から～ 

第５章  注目の里親研修！ 

フォスタリングチェンジ・プログラム 

第６章 フォスタリングチェンジ・プログラムの理論を学ぼう 

第７章 フォスタリングチェンジ・プログラムの技術を学ぼう 

第８章 里親に関心があるあなたへ 

 

赤ちゃんを預かる里親や里親家庭で育ち大人に

なった当事者の映像を通して里親の役割について

伝えます。また、里親が増えている静岡市や福岡市

の実践を紹介。後半は、イギリスで生まれた注目の

里親研修『フォスタリングチェンジ・プログラム』

についてスキットを交えて楽しく解説します。 
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最後に。昨年、写真家の安田菜津紀さんとともに作った詩集『あなたと、わたし』から、この一編

をお届けします。 
 

 

わたしは目をとじる 

瞼の奥側にあるのは 

アナタの優しさ、 

あなたの美しさ。 

 

わたしはアナタの心が傷つく事も 

あなたがこの世界に傷つく事も 

 

望まない。 

 

ワタシが目をとじる。 

瞼の時計台で待っているのは 

大好きなアナタと 

駆け寄るワタシ 

 

あなたの幸せな香りと 

途絶えない笑顔。 

 

わたしが目を閉じれば、 

そこにはアナタとワタシがいる。 

幸せに笑っている未来の光景。 

 

瞼の奥では今夜も、 

未来が映し出されている。 

 
 

 

 

 

 

 （日本写真企画） 

1985 年にイランで生まれる。幼い頃に両親を亡くし、４歳からの３年間をイランの

孤児院で暮らす。７歳の時に現在の養母と養子縁組を行う。８歳で来日し、以来日本で

暮らしている。国際人権ＮＧＯヒューマン・ライツ・ウォッチ『すべての子どもに家庭

を』キャンペーンの親善大使を務める。 
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真に子どもを大事にする国を目指して 
 

児童福祉法抜本改正を進めた元厚生労働大臣 塩崎恭久さん 

自民党「児童の養護と未来を考える議員連盟」会長 

超党派「児童虐待から子どもを守る議員の会」座長 
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赤ちゃん縁組で“虐待死”をなくす 
 

萬屋育子さん（ＮＰＯ法人ＣＡＰＮＡ理事長） 

 

子どもの虐待死で最も多いのは“ 0歳 0カ月 0日 ” 

児童相談所の虐待対応件数は、2000 年の虐待防止

法施行以来、年を追うごとに増加しています。毎日の

ように、子どもの虐待や虐待死の悲しいニュースが報

じられています。あなたは、虐待で死亡する子どもの

年齢は“ 0歳 0カ月 0日 ”が最も多いという事実を

ご存じですか？ 国の報告
＊
によると、10年間で 100

人以上の赤ちゃんが「この世に生まれたその日」に命

を絶たれているといいます。 

私は、長年、愛知県の児童相談所で児童福祉司とし

て働いてきました。虐待対応の傍ら“予期せぬ妊娠”

をした女性の相談に乗り、赤ちゃんを“育ての親”へ

託す『赤ちゃん縁組（新生児特別養子縁組）』に携わ

ってきました。退職した現在は、子どもの虐待予防の

活動をしているＮＰＯ法人で、赤ちゃん縁組を全国の

児童相談所に広める活動を行っています。 

 

＊
『子ども虐待による死亡事例等の検証結果等につい

て 第 14次報告』（2018年） 

厚生労働省・社会保障審議会児童部会児童虐待等要

保護事例の検証に関する専門委員会 

 

赤ちゃん縁組に取り組んできた愛知県児童相談所 

愛知県の児童相談所では、30 年以上にわたって生

まれたばかりの新生児の特別養子縁組、赤ちゃん縁組

を行ってきました。里親制度を活用し、新生児を特別

養子縁組を行う前提で里親委託し、出産後に“生みの

親”の承諾が得られた場合には、縁組の手続きを進め

るようにしています。これらのプロセスは、児童相談

所内でノウハウが明文化されており、一般的なケース

ワークとして行われています。 

 

赤ちゃん縁組のメリットとは 

なぜ私たちが、赤ちゃん縁組に積極的に取り組ん

できたのか。それは、様々なメリットがあるからで

す。一つ目は、赤ちゃんにとってのメリットです。

なんといっても生後間もなく“新しい親”と出逢い、

生活を始めることができるため、親子の間に深い絆

が生まれます。たとえ記憶に残ることがない時期で

あっても、肌で感じる心地よさや安心感は、その子

の人生にきっとよい影響を与えるに違いありませ

ん。 

二つ目のメリットは、“赤ちゃんの虐待死”を防

げることです。この世に生まれたばかりの赤ちゃん

は、大人に世話をしてもらえなければ生命の危機に

さらされます。愛知県では、予期せぬ妊娠をした女

性の相談にも積極的に応じています。相談につなが

った女性が出産前の段階では「自分で育てるのは難

しい。養子に出したい」と意思表示をしている場合

でも、出産後に気持ちが変わり、「やっぱり自分で

育てたい」と言い出すこともあります。たとえ最終

的に養子縁組に託すことにならなくても、予期せぬ

妊娠をした女性に、児童相談所を始めとする関係機

関が関わり、寄り添い・支援することは虐待の予防

につながります。 
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予期せぬ妊娠をし、出産せざるを得ない女性の事

情は様々です。児童養護施設で育った 10 代の女性

が、施設を退所して間もなく妊娠してしまい、住む

家もなくお金も持っていないケース。母親の再婚相

手から性的虐待を受けて妊娠した女子中学生のケ

ース。心身ともに追い詰められ、「どうしても育て

られない。育てる気持ちになれない」と訴える女性

に対して、「特別養子縁組を行う前提で里親を探し

ましょう」と私が伝えると安堵の表情へと変わる瞬

間を何度も見てきました。それまでは、不覚にも予

定外の妊娠をした我が身を呪い、お腹の子の父親で

ある男性への恨み・つらみでいっぱいで暗い表情を

していた女性たちは、「子どものために“生みの親”

としてできることをしたい」と前向きな気持ちに変

わってくれました。「『養子に出す』という選択は、

今のあなたができる子どもへの最大の貢献です」と
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伝えると涙を流す人が多かったです。 

一方で、長年、子どもに恵まれず、多大な費用と

労力をかけて不妊治療を続けている夫婦がいます。

「我が子がほしい。子育てをしたい」と願っている

夫婦にとって、子どもに恵まれないことは切実な悩

みです。「赤ちゃん縁組が子どものための養子縁組

制度」であることを理解した上で、「血縁を超えた

親子関係を作りたい」と願っている夫婦は少なくあ

りません。“子どもに恵まれない夫婦”と“親の縁

が薄い子ども”が出逢った時に《物語》は生まれま

す。《家族》としての新しい歴史が始まる瞬間に何

度も立ち会わせていただきました。 

 

児童相談所の職員にとっても“希望”を感じる仕事 

また、赤ちゃん縁組は児童相談所や支援に関わ

る様々な機関の人たちにとっても、大きなメリッ

トがあると思います。児童相談所には、親の病気

や虐待、経済的な理由で養育が困難なケースの相

談が、日々、寄せられています。そうした子ども

たちの多くは、乳児院や児童養護施設などに入所

することになります。生まれた病院から、そのま

ま乳児院に入所する赤ちゃんもいます。家族と暮

らした経験がほとんどないまま、18 歳になるまで

児童養護施設で暮らし続けている子どもたちが、

現実に存在します。そうした子どもたちこそ、児

童相談所は養子縁組の対象にすべきではないで

しょうか。なるべく早い時期に安心・安全な環境、

その子だけを見てくれる“特別な大人”との出逢

いを作ってあげたいと思います。特別養子縁組は、

子どもと育ての親が法律的な親子関係を結び、永

続的な関係性を作ります。虐待や貧困などの《世

代間連鎖》を防ぐ上でも、有効な手立てだと私は

思います。 

児童相談所の職員たちにとっても、“新しい家

族づくり”に関わることは幸せな体験です。産婦

人科の病院や保健所などの専門職、自治体や乳児

院の職員など支援に関わる全ての人が希望を感

じることができます。生まれたばかりの赤ちゃん

は大人をひざまずかせ、「あなたに全てを捧げま

す」と言わせるような力、特別な光を持っていま

す。生まれたばかりの赤ちゃんは“命そのもの”、

“存在”が神々しいのです。 

 

“真実告知”は必ず行ってほしい 

赤ちゃん縁組で子どもを迎えた場合、育ての親

はしばしば「自分で出産してない事実」を忘れて

しまいがちです。それほど、自然な親子関係を結

べるためです。しかしながら、“真実告知”は必

ず行ってほしいと思います。 

子どもが親を無条件に信頼している幼少期か

ら、子どもに対して「私たちはずっと家族。一緒

にいるよ。愛している。大好きだよ。“生みの親”

は別にいるけど、あなたの幸せを願って私たち夫

婦に託してくれたんだよ」と伝えてほしいと思い

ます。“真実告知”は一度きりでは終わりません。

子どもの成長に合わせて何度でも、「あなたは大

切な家族。愛してるよ」と伝えてほしいと思いま

す。“生みの親”との別離を体験している子ども

は心の奥深くで、目の前の“育ての親”も「自分

から離れていってしまうのではないか」という不

安を抱えています。何度も伝えてあげることで、

子どもは親の愛情を確かめ直すことができるの

です。 
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子どもに《ずっと家族》でいられる関係を 

児童相談所には、親の病気や虐待、経済的な理由

で養育が困難なケースの相談が、日々、寄せられて

います。そうした子どもたちの多くは、乳児院や児

童養護施設などに入所することになります。生まれ

た病院から、そのまま乳児院に入所する赤ちゃんも

います。家族と暮らした経験がほとんどないまま、

18 歳になるまで児童養護施設で暮らし続けている

子どもたちが、現実に存在します。そうした子ども

たちこそ、児童相談所は養子縁組の対象にすべきで

はないでしょうか。なるべく早い時期に安心・安全

な環境、その子だけを見てくれる“特別な大人”と

の出逢いを作ってあげたいと思います。特別養子縁

組は、子どもと育ての親が法律的な親子関係を結び、

永続的な関係性を作ります。虐待や貧困などの《世

代間連鎖》を防ぐ上でも、有効な手立てだと私は思

います。 

児童相談所を退職した今も、自分が養子縁組に関

わった家族とのつながりは続いています。大学生や

社会人となった彼女・彼らが口にするのは、“育て

の親”への感謝と同時に“生みの親”への感謝です。

血縁を超えた家族、そこで大きくなった子どもたち

から、深い親子の絆をひしひしと感じます。まだま

だ多くの子どもたちが施設で育ち、二十歳になる前

に「親なし。家なし。金なし」の状態で厳しい社会

に放り出されているという現実があります。自立を

支援する施策や関係者の懸命の努力で、就職や住居

などの経済的な面はなんとかなったとしても、「ぬ

くもりがほしい。私だけにずっと寄り添ってくれる

存在がほしい」という子どもたちの孤独感や寂しさ

に応えることはできません。 

《ずっと家族》でいられる関係を作ることこそ、

最大の子どもの福祉につながるように思います。一

人でも多くの子どもたちに、特別養子縁組が広がる

ことを願ってやみません。 

 

 

★著書 

『「赤ちゃん縁組」で虐待死をなくす 愛知方式がつないだ命』 

（矢満田篤二さんとの共著・光文社新書） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
★福祉ビデオシリーズ『新しい絆の作り方 特別養子縁組・里親入門』 

（監修・出演） 

愛知県の“赤ちゃん縁組”の取り組みを映像で紹介しています。 

無料の貸し出しに関する詳しい情報はこちらです（※販売はしていません） 

⇒ＮＨＫ厚生文化事業団ホームぺージ：https://www.npwo.or.jp/video/13172 
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『全ての子どもに家庭を』をスローガンで終わらせないために 

～実現するための具体的な提言～ 
 

上鹿渡和宏さん（早稲田大学人間科学学術院・教授） 

 

 

子どもの代替養育に関する国連指針（2009） 

• 専門家の有力な意見によれば、幼い児童、特に 3 歳未満の児童の代替的養護は家庭を基本とし

た環境で提供されるべきである。この原則に対する例外は、兄弟姉妹の分離の防止を目的とする

場合や、かかる代替的養護の実施が緊急性を有しており、又はあらかじめ定められた非常に限ら

れた期間である場合であって、引き続き家庭への復帰が予定されているか、又は結果として他の

適切な長期的養護措置が実現する場合であろう。 

• 施設での養育は、その子どもにとって特に適切かつ必要で、建設的であり、その児童の最善の利

益に沿っている場合に限られるべきである。 

 

ブカレスト早期介入プロジェクト(BEIP) 

【目的】施設ケアの幼少児の発達への影響とその改善のための介入（里親養育）の効果を調査し、ル

ーマニアの子どもの福祉向上を図る。 

【対象・方法】施設入所中の生後 6～31か月の子ども 136人を初期評価の後、68人はそのまま施設ケ

ア継続（CAUG）、68 人は里親委託へ移行（FCG）、施設養育経験のない 72 人の性別と年齢をマッチさ

せた対照群（NIG）を 9、30、42、54か月、8歳、12歳時点で包括的にフォロー。身体・言語の発達、社会

性、認知機能、アタッチメント、脳機能、精神保健の問題などを検討。この領域の調査研究としては最

初の無作為化比較試験（Randomized controlled trial: RCT）であり、その結果の信頼性は高いものであ

った。 

 

子ども虐待防止世界会議 名古屋 2014  

日本財団スポンサード・セッション 

ネイザン A. フォックス先生資料より 

http://happy-yurikago.net/2014/09/1515/ 

大規模施設から養育の質の高い里親への移行が 2歳よ

り前であったか後であったかによって、8 歳時点での脳

の成熟度に大きな差が見られた。 

 

http://happy-yurikago.net/2014/09/1515/
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2016年改正児童福祉法のポイント 

児童福祉法の理念を明確にし、 

児童虐待の発生予防、発生時対応、自立支援まで一連の対策を強化 

★子どもの権利条約 

★新たな社会的養育（パーマネンシー保障） 

①保護者を支援 

②家庭における養育環境と同様の養育環境 

③できる限り良好な家庭的環境 

★国・都道府県・市町村の役割の明確化 

 

「新しい社会的養育ビジョン」 

早期パーマネンシー保障のための乳幼児家庭養育原則の徹底 

• 実親支援（5 年で市区町村の子ども家庭支援体制の構築） 

• 養子縁組の利用促進（5 年で年間 1000 人） 

• フォスタリング機関の整備（平成 32 年度には全都道府県で実施）と合わせ、代替養育としての里親委

託率向上をめざす 

─ ３歳未満は概ね５年以内に、それ以外の就学前の子どもは概ね７年以内に里親委託率 75％以上 

─ 学童期以降は概ね 10 年以内に里親委託率 50％以上 

→フォスタリング機関整備に向けたＰＴ（プロジェクトチーム） 

• 乳児院は多機能化・機能転換し（アセスメント、産前産後母子支援、家庭復帰支援、里親・養親支援

等）新たに重要な役割を担う 

→乳児院・児童養護施設の多機能化等に関するＰＴ 

 

「里親」意向に関する意識・実態調査（2017年 11月）  日本財団 

• 全国 20 代～60 代の男女の 6.3%が「里親になってみたい」「どちらかというと里親になってみたい」と回答。 

• 里親の認知度については大半が「名前を聞いたことがある程度」。『里親への経済的なサポートの存在』『子

どもを預かる期間は様々である』などはほとんど知られていない。 

• 里親になる意向はあっても、経済面の心配や、子どもが大きくなるまで健康でいられるか分からないと不安

がハードルになっている。 

• 里親の認知や里親になる意向を高める情報源として、テレビが大きな役割を果たしている。 

• 日本では里親が不足しているなど、子どもや里親に関する情報を提供することで、潜在的な里親候補家庭

は推計で 12.1%に倍増する可能性がある。 

• 潜在的な里親家庭候補は全国に約 100 万世帯。 
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うえだみなみ乳児院丸山充院長作成 

 

新しい社会的養育ビジョン（２頁） 

里親を増加させ、質の高い里親養育を実現するために、児童相談所が行う里親制度に関する包括的

業務（フォスタリング業務）の質を高めるための里親支援事業や職員研修を強化するとともに、民間団

体も担えるようフォスタリング機関事業の創設を行う。 

里親養育の質を高め、維持するには 

①里親と協働して子どもを養育する専門職チームと 

②個々の里親の専門性向上のためのトレーニングが必要 

 

フォスタリングチェンジ・プログラム （参照 http://fields.canpan.info/report/detail/20063 ） 

• アタッチメント理論、社会的学習理論に基き、ペアレントトレーニングの考えも取り入れて 1999 年にロンドン

のモーズレイ病院の専門家チームが開発。 

• 無作為化比較試験（RCT）を 2012 年実施し成果確認。 

• 最初にファシリテーターとなる担当ワーカーが里親宅を個別に訪問し規定の聞き取りを実施。 

• 週1回3時間程度、里親グループでのセッションを12回（約3か月）継続。1グループあたり6～10人の参加。 

• 子どもとよい関係を作り問題行動に対応するための様々な方法を紹介子どもの視点を重視し、子どもの問

題行動をどう理解するかを意識しており、里親に個別の「答えを与えるプログラム」ではなく、里親が「自分

で課題解決を考える枠組やスキルを提供するプログラム」 

• 里親自身の自尊感情や自信を回復するという支援者支援の観点が含まれていることも特徴 
 

http://fields.canpan.info/report/detail/20063
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■	仕事と愛と誇りと安心と	■	

	 ４枚の写真、幸せな笑顔に満ちています。でも、雲仙の社会福祉法人に来たときの写真を見ると、

すさんだ顔、険しい顔ばかりです。窃盗を繰り返していた人、統合失調症を合併して入院していた人、

ヤクザの子分にされて恐ろしい目にあっていた人……。ここには写っていませんが、ハダカにされ、

仰向けにされ、刺し身を盛りつける「女体（にょたい）盛り」の器にされていた女性もいます。知的

障害のある人の町での暮らしには、辛いことがつきまとうのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑顔の秘密を解く鍵は「愛する人との暮らし」「仕事への自信」「安定した収入」「地域の人の役

にたっているという誇り」にあるようです。上左の写真の友広さんは瑞宝太鼓の団長、上右の大志ち

ゃんを抱いているのは、田島良昭さんです。下左のカップルは、障害のある人たちでつくっているボ

ランティア組織「ふれあい塾」で知り合って結婚。下右の２人は結婚相談室「ブーケ」の後押しで結

ばれました。仕事も恋も苦手な重度の人々には、故郷ごとにケアホームがつくられました。「愛する

人」とは、恋人とは限らず、異性より父母、祖父母、兄弟姉妹との絆が強いようなのです。 

 2007 年３月、田島さんは２つの施設を閉じました。福祉先進国ではあたりまえのことですが、施

設収容政策を続けてきた日本では初めての画期的なことでした。 

第２部 

「そのままの、キミでいい」 
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■	２度殺された	 やまゆり園の１９人	■

こんどは右の写真をご覧ください。津久井やまゆり

園と精神科病院協会の東京のトップの病院の航空写真

です。2016 年 8 月、東大で追悼集会が開かれたとき、

私は、こう書き込みました。 

  <19 人の方は、人里離れた旧来型施設に心ならずも

連れて行かれた時点で、精神的には殺されていたので

はないかと思います。街の中にある横浜の「訪問の家」

や西宮の「青葉園」の利用者は、「やまゆり園」で殺

された人々と同じように重度、重複の障害があり、ふ

つうの方法ではコミニュケーションできない身です。 

  にもかかわらず、一人一人の個性を大切にされ、街

の人たちと交流し、輝いています。スタッフは、「自

分自身も満たされている気持ちになります」「それで、

給料をもらえるなんて幸せ」といいます。犯人が、「訪問の家」や「青葉園」で働いていたら、「価

値がないから殺す」という考えにとりつかれることはなかったのではないでしょうか？ 

 人口は世界の２％なのに世界の精神科ベッドの２割がある日本。その病棟から出られずにいる人た

ちを見殺しにしている日本の私たち（略）> 

 下はナチスの宣伝ポスターです。こう書いてあります。 

「今あなたが支えている遺伝病患者は６０歳になるまでに

５万ライヒスマルクもかかるのです」 

 小学校の算数の教科書にこんな問題が出されていました。

「ドイツには 30 万人の精神病者とてんかん患者がいます。

一日 4 ライヒスマルクかかります。この費用で、1500 マ

ルクの団地住宅がいくつ建つでしょう？」 

 障害をもつ本人や家族が生きることを辛く感じる社会に

は、「安楽死が本人や家族のため」という世論が根強くあ

るようです。ナチスの安楽死は、当時の最高のインテリた

ちが指導的役割を担いました。帝国医学会会長、精神病院

長、施設長、大学教授……。ヒトラーが法律を作ったわけ

でもなかったのに、戦争が終わる 1945 年 5 月まで障害

者殺人は続き、一説には６年間で約２７万人が殺され、戦

争が終わったときには、ドイツには重い精神病や知的障害の人はいなかったのでした。障害者に対す

る恐れ･嫌悪はだれの胸にも潜んでいます。ただ、普通は、理性という名の引き出しにしまって鍵をか

けているもの。その鍵がなんらかの弾みではずれると……。（志の縁結び係＆小間使い・ゆき） 
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社会福祉法人	南高愛隣会とともに 40 年	
	

田島	 良昭さん（社会福祉法人	南高愛隣会／顧問）	
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植松被告との面会から見えてきたもの	
	

神戸	 金史さん（ＲＫＢ毎日放送）	
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■中核にあるのは、変革への意志の力■

	 福祉や医療にまつわる概念が海外から日本にやってくると、奇妙な運命に遭遇します。だれもがす

るりと飲みこめるように、口当たりよく加工されていくのです。その代わりに、ことの本質がぼかさ

れ、その概念が誕生したときの目的がどこかへいってしまいます。ボランティアは「親切な人のタダ

働き」に、インフォームド・コンセントは「ＩＣとっておきました」と報告するための形式に。 

 ノーマライゼーションもインクルージョンも、思想のもつ激しさが抜き取られ、「ともに暮らす、や

さしさとおもいやり」といった心の問題に変質させられる傾向があります。 

 そのように確信するのは、1989 年からの 10 年間に、デンマークのニルス・エリック・バンクミ

ケルセン、スウェーデンのベンクト・ニーリエとカール・グリューネヴァルト、つまり、ノーマライ

ゼーション思想の「生みの父」と「育ての父」に会い、３人が共通にもっている思想の核心、「障害を

もつ人の権利と社会の責任」「社会変革への強い意志」に触れたからです。 

 

■それは反ナチ運動から始まった■

	  生みの父バンクミケルセンと初めて、そして最後に会ったのは、89 年７月、コペンハーゲンの

病院の回復室でのことでした。ノーマライゼーション思想誕生のいきさつはこうでした。 

1940 年、ナチスがデンマークに侵入したとき、コペンハーゲン大学法学部の学生だった彼はレジ

スタンス運動「団結デンマーク」に加わり、地下組織の記者となりました。その新聞を配っていたと

ころを見つかり、ドイツ国境に近い強制収容所に収容されました。同志たちの多くは銃殺されました

が幸い生き延び、終戦で解放されました。そして社会省に入り、知的なハンディキャップを負った人

のための施設の担当を命ぜられました。1946 年のことです。 

 当時、デンマークには大型の施設が 10 カ所ほどありました。郊外に建てられており、１カ所に数

100 人が暮らしていました。諸外国の施設に比べて美しく人道的とされ、海外からの見学者も絶えま

せんでした。しかし、彼は「なにかおかしい」と感じるようになってゆきました。暴行や虐待があっ

たわけではありません。ただ、毎日が実に単調で、施設の外のふつうの生活と違うのです。集団で食

事をし、集団で作業をし、集団で寝る。朝から晩まで同じ顔ぶれ、自由に外に出られない……。 

「私が拘束されていたナチの強制収容所に雰囲気が似ていました」 

54 年、社会省に法改正と運営改善の委員会が設けられました。討議を重ね、次第に基本が固まっ

てゆきました。「知的なハンディキャップを負っていても、人格をもち、ふつうに暮らす『権利』をも

っている。この人々のために、ふつうの生活条件を創造する『責任』が社会にはある」。この報告書に

もとづいた法案が議会を通過しました。ノーマライゼーションという言葉と思想を、世界で初めて組

第３部 

誇りのまちづくり ９人のサムライ 

～これが、ホントウの共生社会～ 
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み込んだ法律「１９５９年法」の背景には、このような激しいドラマがあったのでした。 

 

■ノーマルな人にするのではなく、ノーマルな生活条件を提供する■

	 彼は言いました。「ノーマリセーリングはハンディキャップを

負った人々を"ノーマルな人"にすることを意味しているのでは

ありません。その人たちを丸ごと受け入れて、"ふつうの生活条

件"を提供することです。成人したら親と独立して暮らせるよう

に」「その住まいは、"ふつう"の家庭と同じような大きさで、ま

ちの中につくられなければなりません。寝室は大部屋でなく個

室に。食事は大食堂でなく、小人数で。つまり、"ふつうの"家庭

のように」「日々の生活

のリズム、仕事や余暇

や男女交際の条件も、

できるだけ"ふつうの"

人に近づけるように」 

 「大型施設の長の中には反対がありました」「実はジャー

ナリストの影響も大きいのです。彼らが施設の現実を写真入

りで報道してくれたおかげで一般国民が事実を知り、世論が

改革を支持してくれました。私は役人でしたが、彼らが真実

を伝えることを妨害したりしませんでした。私自身がかつて反ナチ組織の新聞記者だったのですから」 

 妨害するどころか、バンクミケルセン自身が記者たちをこっそり手引きしたというのが真相でした。 

「精神病院のない社会」で精神病の人を支えるシステムをつくりあげたイタリアの精神科医、フラ

ンコ・バザーリアの手法とよく似ています。 

 「本人の権利と社会の責任」の思想は、高齢者ケアの政策にもひろがってゆきました。上の写真は、

「寝たきり老人」のお世話の仕方を見つけたくて、１９８５年にデンマークを訪ねたときのもの。 

 独り暮らしで、自分では起きられず、オムツが必要な身に

なっても自宅に住み、お洒落して外出する姿にショックを受

けました。同じ時期、日本では、「寝たきり老人は西暦２０

００年には１００万人になる」と信じられ、右上の写真のよ

うな風景が、あたりまえに展開されていたからです。 

 左の写真はデンマークの高齢福祉政策の父、Ｂ. Ｒ.アンデ

ルセン教授が「我が国の手本にしたい」と感動した富山の「こ

のゆびと～まれ」の風景です。乳癌末期で認知症のお年寄りが、赤ちゃんを愛しげにながめています。

制度の壁に何度も阻まれ、でも、それを乗り越え、「共生ケア」という道を切り拓いたのです。 

第３部の１５人の「サムライ」たちも、誇りを大切にした変革への強い意思をもっておられます。 

どのように道を切り拓いてこられたか。ご注目ください。  （志の縁結び＆小間使い・ゆき） 
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吉永	 拓哉	

（セカンドチャンス！	副代表／ニックネーム・ブラジル番長）	

昭和 52 年 9 月 22 日生まれ（41 歳）	

★10 代の頃はヤンキーで、暴走族として博多の街を走り回る	

★少年院を仮退院した直後、父親の無茶ぶりによってイヤイヤ南米大陸へ渡る	

★エクアドル、ペルー、ブラジルで働きながら 3 年間放浪する	

★帰国後、日本に亡命していたフジモリ大統領の SP を務める	

★ブラジルに戻り永住権を取得、サンパウロ新聞の社会部記者になる	

★帰国し、サンパウロ新聞福岡支局を設立	

★NPO 法人セカンドチャンス！の福岡支部を設立	

	

	

激レアさん認定！	
TV 番組	

《激レアさんを連れてきた。》	

	

『少年院で反省文を書き過ぎたあ

まり文章力がメキメキと上がり、

敏腕新聞記者になった元暴走族』	

として紹介されました。	

少年院で「大志」を抱き、サンパウロ新聞記者をへて	
博多、親不孝通り町内会長、いまは、人とまちを大改造！	
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少年院にいた頃、面会に来た父親から「ここを出たら南米

に行って、日本人移民の生き様を見てこい」と言われた事

がきっかけで、仮退院後の 1997 年（当時 20 歳）に南米へ

渡りました。	

現地でバナナ農園を営む移民の半沢勝さんと出会い、住

み込みで働きました。その時に、灼熱の大地で人生を奮闘

する半沢さんたちのご苦労と情熱を目の当たりにしました。

半沢さんは日本国民の美徳である「正直、勤勉、向上心」

をモットーに、現地の人々と共に助け合って生き抜く「共

存共栄」の大切さを私に教えてくれました。	

	

エクアドル、ペルー、ブラジルなど、南米各地を 3

年間かけて、働きながら放浪しました。	

タランチュラや毒蛇が潜む木造小屋で寝泊まりし、

微々たる賃金でキツイ仕事もしました。何度も「日本

に帰ろうか」と挫けそうになりましたが、その度に現

地の労働者（貧困層）たちが、言葉もよく理解できな

い私を支えてくれました。人間同士の友情には、国境

や肌の色、身分、宗教、貧富の差など一切関係がない

ことを教わり、その後の私の人生訓になりました。	

	

	

2004 年にブラジル最大都市サンパウロに

ある「サンパウロ新聞社」に採用され、社

会部記者になりました。ブラジルで暮らす

約 200 万人の日系人社会に向けた日本語

新聞です。尊敬する日本人移民の方々を取

材し、移民の記録を残していくことが主な

仕事ですので、とてもやりがいを感じまし

た。この仕事は日本に戻った今でも続けて

います。	

エクアドルのバナナ園で働いていた頃	
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少年院体験記を出版したことに端を発し、2009 年に NPO 法人セカンドチャン

ス！の設立に参加しました。この団体は、まっとうな道で頑張る少年院出院者

たちの全国サポートネットワークです。	

少年院から出院して社会復帰する人たちが孤独にならないように、私たちセ

カンドチャンス！メンバーは、過去に同じ経験をした仲間として迎え入れます。	

主な活動は、全国各地で少年院出院者同士の交流会を定期的に開き、心の居

場所を作ると共に、お互いに成長し合える仲間づくりをすることです。	

また、少年院に入っている院生たちに向けたメッセージ活動（講話）や仮退

院後の生活ガイドラインを冊子にし、各少年院等へ配布しています。	

	

	

セカンドチャンス！福岡	は2011年に設立し、以来、

毎月欠かすことなく福岡で交流会を行なっています。	

交流会では、メンバーたちで花見や海水浴などのレ

クリエーションをすることもありますが、皆で話し合

って被災地のお手伝いに出かけたり、まちのゴミ拾い

をしたりと、私たちにできる社会奉仕活動も行います。	

人に喜んでもらえると、私たちもハッピーな気持ち

になります。	皆で九州北部豪雨の被災地ボランティアに	

参加しました	
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天神「親不孝通り」は、福岡市を代表する繁華街です。

バブル期には西日本最大級のダンスホールが誕生し、毎夜、

多くの若者たちで賑わいました。しかし、90 年代になる

と非行少年グループから街を荒らされ、治安が悪い場所と

のイメージが市民に根付いたため、街がどんどんと寂れま

した。2014年、この街の町内会長を任されたことを機に、

新しい「親不孝通り」を作ろうと、多くの有志たちや行政・

警察を巻き込んで街の改革をはじめました。	
	

私の職業が新聞記者ということもあり、情報発信

に力を入れようと、日本初の町内会運営テレビ番

組「親不孝通りTV」を開設し、インターネットで

毎週1度放送しています。	

親不孝通りの住民や商店主に毎回番組ゲストと

して登場して頂くことで、街の魅力を対外に発信

し、また、町内同士の結束につなげています。	

	
	

落書きとゴミだらけだった親不孝通りを綺麗にするため、

最初はクラブ経営者や元非行少年たちで掃除をはじめまし

たが、後に警察や行政も加わり、一緒に活動するようにな

りました。これが街の信頼回復につながりました。	
	
	
	

新生・親不孝通りは、非行少年たちや不良

外国人を排除する街ではなく、「人を育てる

街」にしたい。街のルールを作り、子供から

お年寄りまで楽しめる国際色豊かな繁華街

を目指しています。	

「共存共栄」この心こそが、差別なき世を

築き、明るい社会を実現すると確信します。	
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赤ふん坊やが進める地域主体の	

「健康のまちづくり」	
	

井階	 友貴（いか☆やん）さん（まちづくり系医師）	
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過疎・超高齢のまちをＡ級グルメのまちに	
	

寺本	 英仁さん（邑南町農林振興課/食と農産業戦略室）	
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タニマーにとってもやさしい社会	

…を、明石から	
	

青木	 志帆さん（明石市政策局市長室/政策法務担当課長･弁護士）	
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透明な拘束から彩の介護インフラ構築へ	
～身体拘束体験から介護の誇りを生み出すプロセス～	

	

軍司	 大輔さん（ＮＰＯまちあす代表理事/ヒトキタシャベル共同代表）	

極限の不自由｜身体拘束をされたことは、ありますか？ 

身体拘束は 	 「極限の不�由を提供する」 	 こと 	
今を遡ること１０数年前，仙台．川沿いの古びた病院の一角で，僕らは縛られていました。ベッドの上で，俗

に言う胴抑/手抑/足抑/ミトン/カギ付きツナギ・・・強化ガラスと鉄柵に覆われた狭い部屋で，独り吐き気や

眩暈と闘っていたんです。身動きの取れない身体は，動こうとするほど対象に囚われます。抵抗の無意味さ

を知るとともに，周囲への増悪は肥大し，昨日まで友人が自分の命を奪いに来た敵のように見えてきます。 

縛られたままオムツに排泄し，金縛りにかかり続ける苦しさは想像を遥かに超えるものでした。身体拘束は

「極限の不自由」を提供されること。それは緩やかに絞殺されているような，そんな気分でした。 

 

 

 

 

	
 

 

 

 

 

なぜこの人は縛られているんですか？｜何も起きないように縛る・・・？ 
身体拘束は 	 「極限の不�由を提供する」 	 こと 	

久しぶりに全力疾走をした後のような，喉の奥がザラザラする荒っぽい呼吸に辟易しながら「あの人はこ

んなに苦しいのか」と先輩に言われるがまま縛っていた患者さんを思い出していました。「老人性うつ」で入

院してからしばらく経ったある日，認知症と診断された８２歳の女性です。自分が休みの日に身体拘束がスタ

ート。出勤してすぐ病棟主任に「なぜ〇〇さんが縛られているんですか？」と聞いたところ，不思議そうな表

情で返ってきた回答はシンプルでした。「えっ？危ないから」「怪我されたらこっちの責任になるし▲▲先生の

指示出てるし」。                                                               

ここにいる人たちの多くは，遅かれ早かれ何らかの形で縛られ，看取られるその日まで抑制帯の中で暮らす

ことが宿命となっている，そんな環境でした。本当に全員が危ないのか？これを家族に説明できるのか？ 

これは正しいのか？当時の若手数名でスタートしたのが「２４時間身体拘束体験」です。	
	

積極的に／�化的に／消極的に 	 「拘束する」 	 |	 葛藤する�しない�  

�の前に積まれた��よりも，髪をかき上げるだけの�由と，�としての誇りを． 	

身体拘束を受けている時，顔にかかった前髪をかき上げることができる権利が売っていたらありった

けの財産を手放していたかもしれません。しかし、呼吸も，寝返りも，「家に帰りたい」と思う意思すら奪

われた時，わずかに残った誇りを消されまいと暴力性が自動的に表面化します。やがてそれも無駄と

知った時，誇りはあっさり消え失せ，ただただ疲れ切った無抵抗な存在にならざるを得ないことを知りま

した。ただ，現場の介護者が皆積極的に身体拘束をしたがっているわけでもありません。常に葛藤と闘

いながら，消極的に対象者を縛り続けている人たちが多く存在しています。その介護者たちもまた，身

体拘束をするたびに，自分たちの誇りを失っているように思えます。怪我をすると責任を問われ

る・・・・・人材不足で十分なケアができない・・・・・だから縛らざるを得ない「消極的な拘束」が起きてい

ます。身体拘束が拘束者，被拘束者双方から誇りを奪っている現状がそこにはあります。	
身体拘束体験記 ～自由を奪われた 24 時間～ 

https://ninchisho-online.com/archives/25674/  	

人間の誇りを奪うには 

小さな部屋がひとつと 

少しの道具があれば 

十分だということを 

体験は教えてくれます． 

もちろん，具体的に． 
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透明な拘束｜超高齢化と介護離職／介護人材不足 
支援の手が途絶えた時，その人の主体性が拘束されている。 	

抑制帯による拘束やスピーチロックだけが身体拘束ではありません。「その人」に主体的な想いがあって，

それを行動に移す時，他者の手助けが必要な場合に，支援の手が途絶えることは「その人」の主体性が拘

束されていると言えます。目に見える物的な何かで縛られているわけではありませんが，結果的に主体的な

生活が営めなくなる状態，これを私は透明な拘束と呼びます。	
	

 

地域に広がる透明な拘束 	

介護離職防止。流行語のように繰り返されるこのワードを研修テーマとしていただくことも多くなりま

した。その傍らでは 40 代以上の企業にとって中核的な人材が介護離職し，介護に縛られている現実

があります。その数，10 万人。離職しないまでも，仕事と介護を両立させている人は全国に 346 万人

（共に総務省，2017）。	
しかし、職業介護を行な介護人材は全国的に不足しています。介護人材不足が進むことで，社会保

障としての介護を家族に返却することになります。透明な拘束は社会／経済の基盤である働き手を縛

り，要介護者だけでなく，家族介護者の主体性をも縛ります。 
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3 

良質な飲み水を張り巡らせるように，介護がインフラとして機能する健全な地域。  

介護は社会全体が舞台となります。介護人材不足で支援の手が途絶えることは，そのまま地域力の

低下を意味します。蛇口を捻れば良質な飲み水が流れ出すように，地域のあちこちでクオリティの高い

介護が提供されることで，要介護者と暮らす介護者も拘束から解放され，社会全体の基盤が維持され

ます。地域への深化によって健全な社会を生み出すことは介護の誇りです。それは，結果的に誇りのま

ちづくりへと繋がります。	

介護の誇りは健全社会にある｜誇りのまちづくりにつながる介護 
介護保険外サービスを地域に創出，フォーマルな介護との協働を生み出す。 	

介護人材不足はなんとかしたい問題ですが，人材不足は介護に限った話ではないですし，日本人全体が

減ってきている中では「人が少ない状況」でも機能する形を考える必要があります。千葉県流山市で地域の

方が高齢者の井戸端会議から生み出された「要介護状態でも着やすいオシャレな服」づくり（ヴァンダール）。	
認知症の母との生活から「日頃の近所付き合いから要介護者も家族介護者もテクノロジーで支える」システ

ムの構築（みっけくらぶ）。仙台市では「フリーアクセスファーム／畑仕事と山の開拓」（学生プロジェクト	 DIVE）

をスタートさせています。	
フォーマルが拾い上げられないニーズをインフォーマルが拾い上げる，そしてフォーマルに繋がる。介護

がもっと地域を頼ってもいい，そんな協働共生の形が生まれ始めています。リアルな地域がクロスするフィー

ルドワークは，地域のニーズを自然な形で浮き上がらせ，良質で必要な水を必要な量届けるだけのインフラ

としての介護を届けます。その流れの中で，介護がもっと専門性からはみ出した「多能職」として機能するた

めの教育やモデルが必要です。それは教育としての進化です。そんな中から生まれる「健全な地域社会」に

こそ，介護の誇りは生み出されます。	
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七変化男(？)が見た地域共生社会	
	

宇都宮	 啓さん（厚生労働省健康局長	など）	
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電話バリアフリー化を 

～電話リレーサービス制度～ 
 

小椋 武夫さん（一般財団法人 全日本ろうあ連盟/理事） 

 

1.電話リレーサービス事業の必要性 

音声が聞こえない人は電話が使えません。聞こえ

る人と同じように電話が使えるならば、聞こえない

人の世界は広がります。電話は、24時間・365日、

いつでも安定して使えます。日本の、世界のどこに

いても電話番号が分かれば誰とでも自由に話せま

す。適正なコストで使えます。電話はリアルタイム

かつ双方向のコミュニケーションができるという

大きな特徴があります。電話の登場は聞こえる人た

ちの生活や働き方を大きく変え、人類の社会構造の

変革の大きな要因となってきました。 

音声が聞こえない、聞こえにくい私たちも電話を

使いたい。その思いは、多くの聞こえない人が使え

るようにと様々なツールを生み出してきました。

1980 年代に手書き電話、ミニファックスが登場

したときは、電話回線を通して相手とつながること

ができると多くの聞こえない人は感動しました。そ

の後、ファックスは聞こえる人たちの家庭にも普及

し、ファックスはユニバーサルな通信機器となって

います。ＩＣＴ（情報通信技術）の発展により、ス

マートフォンも含めた携帯電話でのメールが使え

るようになりました。また、テレビ電話機能を付加

した電話機も精度は粗いものも普通に使えるよう

になりました。 

今や、音声だけでなく、紙媒体、文字データ、映

像とコミュニケーションツールが広がってきまし

た。しかし、ファックスとメールでは、電話の大き

な特徴であるリアルタイムかつ双方向のコミュニ

ケーションはできません。また、テレビ電話は使え

る人が限定されています。リアルタイムかつ双方向

のコミュニケーションに参加できない、多くの聞こ

えない、聞こえにくい人は、電話を使う聞こえる人

たちの世界に参加できず取り残されている状態の

ままになっています。 
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欧米の聞こえない、聞こえにくい人の多くは、日

本よりあらゆる分野での社会参加が進んでいます。

彼らの多くは電話リレーサービスを活用していま

す。この電話リレーサービスを使って、聞こえる人

に伍して、あるいはそれ以上に自らの能力を駆使し

て社会の第一線で活躍しています。聞こえない、聞

こえにくい人が活躍できる場が広がることは、聞こ

える人の世界もまた広がることを意味します。 

それだけではなく多くの聞こえない人が、この電

話リレーサービスを利用することによって、聞こえ

る人たちが受けているように安心・安全な社会生活

を送ることが保障されています。火災、震災、交通

事故、電車事故、救急、あらゆる緊急時の連絡にも

対応することができます。聞こえる人たちも安心し

て聞こえない、聞こえにくい人たちに対応すること

ができるのです。 

利用経験のある聞こえない、聞こえにくい人の話

によると、「電話ですぐに在庫確認できるようにな

った」、「仕事においても電話リレーサービスは有用

であり、周囲からの評価があがった」、あるいは「電

話できることは本当に行動範囲が広がること」「日

常生活になくてはならないものとなっている」「自

分で自立でき、急な連絡も出来て大変助かった」な

どの声が多く寄せられています。聞こえない、聞こ

えにくい人は電話を使用できないため、職場でも不

利な立場におかれていますが、電話リレーサービス

を仕事で活用することは、本人の能力をフルに発揮

するだけにとどまらず、社会全体の生産性向上にも

つながります。 

聞こえる人から聞こえない･聞こえにくい人に電

話をかけられることでもあり、電話リレーサービス

の制度化を享受するのは社会全体と言えます。 

欧米で普及している電話リレーサービスは、リア

ルタイムかつ双方向のコミュニケーションができ

る唯一の方法であり、電話と同じようにいつでもど

こでも誰とでも自由に使える仕組みです。聞こえな

い人同士をつなぐだけではなく、聞こえない、聞こ

えにくい人と聞こえる人をつなぐことができます。 
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電話リレーサービスは、聞こえない、聞こえにく

い人も、聞こえる人同士で使っているのと同じよう

に電話ができるようにすることを実現します。 

 

2.電話リレーサービス事業の制度化の必要性 

情報へのアクセス手段は、近年大きな進歩を遂げ、

様々な方法が開発されています。しかし、限られた

人のみが情報アクセスの恩恵を受けるのではなく、

すべての障害者が情報を本人の望む形で受け取り

発信することができるよう、誰もが等しく情報にア

クセスできる社会を目指して、私たちは「情報アク

セシビリティ」の普及啓発に取り組んでいます。 

電話リレーサービス事業は、現在、日本財団、情

報提供施設、事業者で行われています。聴覚障害者

が求める「24 時間、365 日」サービスではなく、

財源やオペレーターの確保等の課題があります。 

電話は社会インフラであり、公共サービスとして

位置づけられています。音声通話と同じ程度の負担

で提供されるべきという考えから電話リレーサー

ビスを公的責任で実施できるようにすることが必

要です。 

つまり、公共サービスとして電話リレーサービス

事業を行うことは、法令等を整備することによって

、聞こえない、聞こえにくい人、また発話困難な人

など今まで電話利用が困難であった人も、通訳費用

を自己負担することなく、電話が利用できる継続的

な制度おびシステムを構築することです。	

 

3.条約や法律から情報通信利用の立場の容易さを求める 

このサービス事業への財政的支援は必須であ

り、国のリーダーシップによるユニバーサルサー

ビスとしての位置づけや電気通信事業者の責任

の明確化など法制度を含めた課題が多くありま

す。 

国連障害者権利条約第９条及び国の障害者基

本法第 22 条では、障害者が電気通信を利用しや 

すくするための施策を求めています。 

障害者権利条約（以下、権利条約）は、第 9 条

「施設及びサービス等の利用の容易さ（アクセシ

ビリティ）」において次のように規定しています。

「･･･障害者が他の者との平等を基礎して･･･情
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報通信･･･の利用の容易さを妨げ及び障壁を特定

し、及び撤廃する事を含むものとし･･･」。そして

障害者基本法においも第 22 条で「国及び地方公

共団体は、･･･情報通信機器の普及、電気通信及

び放送の役務の利用に関する利便増進･･･」と規

定しています。 

私たちは、この権利条約の諸規定から、他の者

との平等を基礎とすること、情報通信の利用の容

易さ（アクセシビリティ）という観点から、電話

リレーサービスを公共のサービスとすることを

求めます。 

また、電気通信事業法の第 6 条（利用の公平）

において「電気通信事業者は、電気通信役務の提

供について、不当な差別的扱いをしてはならない」

と規定し、第 7 条では、「基礎的電気通信役務の

提供（国民生活に不可欠であるためあまねく日本

全国における提供が確保されるべきものとして

総務省令で定める電気通信役務をいう。･･･）と

規定しています。 

現在は、厚生労働省により、社会福祉資源の一

つとしての聴覚障害者情報提供施設が実施する

予算が出ています。しかし、聴覚障害者情報提供

施設が提供する電話リレーサービスは、昼間の時

間帯に限定されており、また障害福祉サービスの

事業であるので、聞こえる人が自ら聞こえない人

にかける仕組みになっておりません。 

今の電話と同じようなレベルにはなっていな

いという課題があります。電話リレーサービスを、

情報通信のアクセシビリティにおける公共のサ

ービスとしていくための法整備を実現していく

には時間が必要とされます。 

 

4.公共サービス化へ実現していく 

一つの目標として 2020 年の東京オリンピッ

ク・パラリンピックまでに公共サービス化を実現

していくべきです。 

 私たちは、他の者との平等を基礎とすること、

情報通信の利用の容易さ（アクセシビリティ）と

いう観点から、2020 年の東京オリンピック・

パラリンピックのレガシーを活かして、電話リレ

ーサービスを公共のサービスとすることに取り

組みたいと思います。
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つながり、育む	 これからの暮らし	

	～アンダンチ	～	

福井	 大輔さん（株式会社未来企画/代表取締役）	
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高齢者のくらしを支える各種の支援	
	

大島		一博さん（厚生労働省老健局長）	
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 えにし結び名簿の左端に★印がついた老若男女。MSW、PSW、PT、OT、管理栄養士、介護福祉士、社会福

祉士、看護師、保健師、医療事故の遺族、がんサバイバー、大学教授、ジャーナリスト……。多彩な顔ぶれの共

通点は、たった１つ。国際医療福祉大学大学院の医療福祉ジャーナリズム分野を「ふるさと」と思っている裏方

ボランティアの院生、卒業生です。 

 最初の 10 年は、仙台に拠点のある NPO 法人全国コミュニティーライフサポートセンター（CLC）の方々が、

一肌脱いで裏方をつとめてくださっていました。ところが、東日本大震災。「人は乱世にボラになる」の法則どお

り、院生卒業生が立ち上がりました。CLC の方々からノウハウを教えていただき、不慣れな世界へと漕ぎだした

のでした。 

◆映像配信&ツイッターボラ 

 2010 年から実験的に Ustream 配信が始まりました。当初は電波状況と悪戦苦闘したのですが時代と

共に環境整備され、以前より格段に安定して来ました。それでも生中継にトラブルはつきもので、毎回ドキ

ドキしています。励みになっているのは、海外にいらっしゃる「えにし」の方や当日会場に来られない方か

らの喜びと温かいお言葉です。機材も４映像をスイッチング、字幕や音声も高品質で届けるられるようにバ

ージョンアップしています。（外注したらウン十万円のレベル！）また、後日 Youtube で見て頂けるよう

にアーカイブもしております。「字幕付き」なのが自慢です。生中継＆アーカイブの URL ご案内はえにし

メールでお知らせしています。 

◆資料配布ボラ 

 お手元の手提げの中に資料は、見本をお送りいただき、封入の順番を考え、細かい確認作業があるので一

覧表完成は、当日の未明。朝 10 時には「袋詰めボランティア」を志願してくださった方々が会場に到着集

合。送られてきた段ボール約 50 箱を開いて、セットしていきます。届くはずの資料が届かないこともしば

しばで、ハラハラドキドキの連続ですが、それでも、膨大な資料 400 セットを１時間で終わらせるという

離れ業に毎年成功（*^—^*）。資料袋の山は相当な重さになり、開始前から汗だくでの作業です。それでも

「疲れより充実感でいっぱい」「隣で局長さんがボランティアしていろんなお喋りができた」「来年もボラン

ティア志願します」という声も飛び交い、皆様の貴重な思いを、資料袋の中に込めてお届けしています。 

◆プログラムづくりボラ 

 かつては、仙台を拠点として活動をする NPO 法人 全国コミュニティサポートセンター（CLC）の方が

当日未明まで無料奉仕で印刷し、インクが乾くのを待って仙台から運んできてくださいました。 

 いまは、ＰＳＷと OT とライターの卒業生トリオがレイアウトを担当、印刷はプロにお任せしています。

入稿が遅れると値段が跳ね上がるので、徹夜仕事になるのは同じです。 

 今年も、登壇のみなさんから、伝えたい想いの詰まった原稿が予測をはるかに超えた量で次々届き、「お

１人４ページ」におさめるために、相談メールが飛び交う嬉しい事態になりました。 

 超ご多忙のなか、印刷に耐えうる解像度の写真や細々したデータをお送りいただき最高傑作の保存版資料

となるよう協力していただきました。みなさんの情熱をプログラムに凝縮させるため、レイアウトは入稿当

日まで手直しを繰り返しています。入稿前夜と当日が、一番忙しいのです。 

◆名簿＆胸の名札作り＆満員御礼判定ボラ 

 当初はＣLＣの方たちが、手紙と返信ハガキをいれ、発送までひきうけてくださっていたのですが、いま

はすべてメールで受信。えにしメールでお知らせすると、その日のうちに 100 人を超える申し込みが殺到

します。必死でコピペし、エクセルに転記し、同時に、昼の部・夜の部の定員に達するかどうかを常にカウ

ントします。キャンセル率が、極めて低く、みなさんが年に一度のこの企画を楽しみにしてくださっている

のが、ひしひしと伝わってきます。印刷前に、参加者に名簿に記載するお仕事、メルアドを記載した確認メ

ールを発送します。ところが、ご自身が記入された公開メルアドにミスがあるケース多く、エラーメールが

かなりの数戻ってきて悪戦苦闘します。最終名簿から受付名簿を作成し、名札をプリントアウト。綺麗に出

来上がった名簿や名札を見ると、嬉しさがこみ上げます。 

◆受付まわりなど、もろもろ 

 会計、受付周辺の細々した仕事、会場案内、書籍販売、登壇者のお迎え、情報保障、全体統括、PC やプ

ロジェクター周りのセッティングと操作、記録写真・映像、全て院生・卒業生の裏方ボランティアです。 

ハラハラ・ドキドキ・裏方ボランティア物語 
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 事前の会場の手配と交渉、横断幕・登壇者垂れ幕など各種表示サインの手配や作成、周辺のレストラン事

情の調査も。配慮の必要な方々の案内、お釣り、掲示物、トイレのこと、雨の場合のタオル準備などなど、

無事故で快適に過ごして頂きたく細かなことにも話が及びます。 

 受付では会計、名札を取り、席をくじ引きで決めていただくため、お待たせしませんよう、事前打ち合せ

を重ねながら臨みます。小物印刷ボラは前日寝ずにプリントアウトし続け、会社で仮眠後リュックで持参。

書籍ボラは重たい段ボール箱を次々にあけ、販売コーナーに登壇者の著書を並べます。撮影ボラは朝から撮

影スタートし万歩計は相当に。会場内では、総合司会ボラが練習を繰り返し、設営ボラが全ての機器の操作

確認。統括は会場を走り回って全体点検…。皆様がお越しになる時間にはボランティア一同、肉体労働後と

は思えない爽やかな笑顔でお迎えします。 

 裏方ボランティアは肩にリボンを付けていますので、何なりとお尋ねください。 

 会の終了後は記録音声の文字起こし、写真の整理からウエブサイトへのアップ、動画の整理と公開……。

イベントのプロとは程遠いアマチュアメンバーが、指揮命令系統があるようでない、ファジーな体制のなか、

「思い」だけで進行にあたっていますので、数々の不行き届きがあるに違いありません。次回の改善に役立

てさせていただきますので、どうかご助言をお寄せください。 
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その１ 

毎回、多彩、豪華な「えにし」の方がご登壇くださいますが、どんなに高名な方でも、講演料ナシ。「素晴

らしい参加者の前で話すことができる、それは、“権利”なのだ」という理屈からです。 

その 2 

登壇は「権利」なので、よほどのことがないかぎり、「一生に一度」だけ。せめてものお礼に、ご著書を

お買い求めになり、広めてくださいませ。もちろん、ご発言の内容も。 

その 3 

「えにし」の集いのモットーは、前例を破ること。〇〇先生、〇〇局長という上下っぽい呼びかけは御法度

です。濃縮シンポ「地域包括ニセモノ・ホンモノ」の準備のための同送メールで、カラちゃん、たんちゃ

ん、はなちゃん、ただちゃん、さるちゃん、もりちゃんと呼び合って盛り上がったみなさんは、いま

は、無二の親友に。今回ご登壇の元厚労大臣は、しおちゃん、２人の局長は、シマボンとウッチャンです。 

その 4 

えにしの集いには、毎回news が潜んでいます。認知症ご本人、ＬＧＢＴご本人が登壇してくださった、それ

ぞれ 2 年後、マスメディアでブームになり、その２年後には、行政も変わり始めました。今回も、news がプロ

グラムの中に隠れています。多数参加しておられるメディアのみなさま、見つけてくださいね。 

その 5 

「乱世、人はボラになる」という法則があります。2001 年から 10 年間も裏方プロのワザでたすけてくださっ

た全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）の拠点を大震災が襲ったとき、国際医療福祉大学大学院 医

療福祉ジャーナリズム分野の院生・卒業生が立ちあがりました。詳しくは、前のページを。 

その６ 

「えにし」を結ぶには、情報保障が欠かせません。プロによるパソコン文字通訳、手話、磁気ループ、指点字を用

意することが慣例になりました。だれもが参加していただけるように、介助の方からは参加費はいただかないのも

慣例です。 

その７ 

「えにし」の会のスポンサーは、ご参加くださったみなさまです。マスメディアが、まず、取り上げないメデ

ィア批判、広告主に遠慮して躊躇する利益相反問題に切り込めたのは、スポンサーなしで一切をまかなっているか

らです。赤字が出たら「小間使い」が老後？の貯金を取り崩す覚悟。けれど、毎回、奇跡的にセーフ。でも昨年は、

収入が会費とご寄付で 247 万 2000 円、支出が 248 万 812 円（プレスセンター34 万 5749 円、イイノホー

ル 86 万 1801 円、情報保障 31 万円 5000 円、登壇してくださった方の旅費・宿泊費 20 万円 2000 円、機

材借用代 10 万円、印刷・紙代 50 万 3820 円、手提げ袋 4 万 4142 円、懇親会登壇者分 3 万 8000 円、宅急

便 3 万円 etc．）で差し引き 8812 円の赤字に。 

その 8 

席は、籖引き。「新たな」えにしを結ぶためです。話の糸口になる「名札」と「えにし結び名簿」を用意しました。

恋が偶然から生まれるように、名簿と胸の名札、そして、籖で偶然近くに坐った方や「えにし結びたい・む」で出

会った方々と、日本を変える「えにし」が結ばれますように。

「つどい」の 8 つのシキタリ 
 



縁………絆………縁………絡………縁………紡………縁………編………縁………網………縁………繋………縁………繰………縁………糺 

縁………絆………縁………絡………縁………紡………縁………編………縁………網………縁………繋………縁………繰………縁………糺	
71 

 

 
 

◆「えにし」出生の秘密◆ 

 福祉と医療・現場と政策の「新たなえにし」を結ぶ会は、2001 年５月 12 日、ここ、プレスセンター

で誕生しました。 

 制度や予算の壁にぶつかりながら道を切り開いている当事者や現場スタッフ、現場に学んで制度や政策を

つくろうとしている行政官や首長、勉強熱心なジャーナリスト、研究者のみなさん、あわせて、450 人。

私が朝日新聞から大阪大学大学院にうつることを励ましてくださる集いでした。ところが、私には電話１本

で助言してくださる方々が、お互い見知らぬ人だったのでした。この日、不思議な「えにし」が結ばれ、毎

年、開かれることになり、第 19 回を迎えました。 

 表紙は、「えにし」の樹に飛んできてくださった方々をイメージしたレイアウトボランティアの創作。下

は、夜の部を終えての居酒屋。沖縄の仲地宗幸さんの三線の名人芸に誘われて踊りだしたみなさんです。そ

して、去年の会の直前に起きた地震の被害にあった方々のために急遽作られたくまモン募金箱。この後も飛

び回り募金額は 50 万円を超えました。 

◆「えにし」のホームページと「えにしメール」と◆ 

 志をつなぐ道具は、えにしの HP と「えにしメール」、そして、年に 1 度の「えにし」のつどいです。「え

にしメール」には２つの“特技”があります。１つは，マスメディアで報じられない大事な news が載っ

ていること。スポンサーも上司もいないので、のびのびと、でも、正確を旨としてお送りしています。 

 もう１つは、発信するだけでなく、「志の縁結び係＆小間使い」として、志をともにする方や分野を繋ぐ

ことです。2001 年には 30 通だった宛先が、いまは、7000 通を超えました。米、英、仏、独、伊、ス

イス、オランダ、ベルギー、北欧４か国諸国、マレーシア、ルアンダ、韓国、台湾、オーストラリア、フィ

リピン、ラオス、トンガ、そして日本の友人知人が読んだり、転送したりしてくださっています。 

◆糸ヘンづくし◆ 

 胸元の名札やテーブルの上の番号の上下、このページの上下の縁飾りにお気づきになりましたか？ 拡大すると、 

縁…絆…縁…絡…縁…紡…縁…編…縁…網…縁…繋…縁…繰…縁…糺…縁…紀…縁…紗 

 「縁」という字のあいだに糸ヘンの字がはさまれています。「えにし」のグラフィックデザイナーの牧口一二さ

んが、つどいがスタートしたときに、デザインしてくださいました。「人間っていろんな糸ヘンが、絡みあい、紡

ぎあって、編まれているんですよね。ネット（網）とか、繋がるとか。どうぞいつまでも継続していただけますよ

うに。結び。ナンチャッテ」。 

 糸ヘン飾りのついた名札を、ケースからはずして、記念に、どうぞ(^_-)-☆。 

 

おみやげは、「新たなえにし」＋α o(^^o) (o^^o) (o^^)o 
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令和の共生社会のキーワード 

平成31 年 4月 27 日@えにしを結ぶ会 

１月１５日、二宮町から 中村成信さん 




